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代表取締役 栗木鋭三

環境問題へ積極的に取り組み、持続可能な畜産を目指す



事業内容

• 養豚事業

– 母豚4,300頭飼育し、

年間12万頭出荷

• 鶏卵事業

–年間約10億個の卵を販売



１.日本の畜産と環境



日本の鶏糞処理の現状

日本は圧倒的に

発酵に依存する

全国の採卵鶏養鶏場の鶏糞の処理の方法

処理方法 割合

堆積型発酵 35.3% 発酵  
開放型強制発酵 29.0%

密閉型強制発酵 23.0%

天日乾燥 4.1%

焼却処理 2.9%

産業廃棄物処理 2.0%

貯留 1.1%

火力乾燥 0.9%

炭化処理 0.2%

メタン発酵 0.1%

その他 0.2%
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87.3%



⑤発酵鶏糞
粉

発酵鶏糞の製造工程

水分20～25％

3～7日間 3～5日間 1ヶ月 計 約40日間

④倉庫
熟成

③二次発酵
コンポスト

②一次発酵
堆積発酵

①生糞

水分60～75％

コンポスト

撹拌機 ⑤発酵鶏糞
粒

④乾燥
撹拌機
天日乾燥

③二次発酵
撹拌機

②一次発酵
堆積発酵

①生糞

水分60～75％ 水分18～20％

1ヶ月 20日間 20日間 計 約70日間

製造期間40～70日間必要



発酵工程

発酵鶏糞の問題点

〇鶏糞内の窒素成分の消失

・肥料成分として必要な窒素を飛ばしてしまい勿体ない

〇環境課題

・ 農場の臭いの問題

・ 悪い発酵は亜酸化窒素の発生にも繋がり、

温暖化に影響を及ぼす

アンモニア (NH3)が発生



EUの畜産先進国は、どうしてきたか

オランダ、ドイツでは、

以前は発酵による畜糞堆肥の製造が行われていた。

EUの新しい考え方から

生まれた技術が“ソイルボーン”である。

農場周辺の悪臭に対する環境基準が厳しくなった。

適切な環境対策を実施しないと農場の運営が困難になった
為、発酵技術は奨励されていない。



２.新世代型有機肥料

ソイルボーン ～土が蘇る～    



ソイルボーンとは

商品名

SOIL BORN
土 生まれる

新しく生まれる、蘇る

ソイルボーンは肥料効果はもちろん、

有機質肥料として土を豊かに蘇らせる効果から名付けた。



殺菌鶏糞ペレット

発酵

新技術
鶏糞

発酵鶏糞（粉・ペレット）

ソイルボーンの位置づけ

ソイルボーン

分類

有機JAS使用可能資材登録済み



鶏舎

⑤
ソイルボーン

当社グループ京葉ポートリーに設置された設備

ソイルボーンの製造工程

水分10～12％

2日間

排気熱利用

計3日間

④ペレット工程
③

乾燥鶏糞②乾燥工程
①
生糞

水分12～15％水分60～75％

鶏糞を2日間乾燥させ、ペレット化することで、窒素の揮発
（アンモニアの発生）を抑える。製造期間3日間。

2時間



ソイルボーンの乾燥工程

鶏舎の排気熱（25～35℃）をドライヤーに取り込み、

水分60～75％生糞を、2日間で１５％以下に乾燥させる。

鶏舎の排気を取り入れる
ドライヤーのファン

鶏舎



ソイルボーンのペレット工程

水分15%以下 圧縮熱70℃以上 70℃で1時間 水分12%以下

１、乾燥鶏糞を水分１５％以下でペレットにすることで、

ソイルボーンは水分１２％以下の硬いペレットとなる。

２、EUの基準（ 70℃、1時間）である低温殺菌工程が特徴である。

⑦
梱包

ソイルボーン

⑥
ふるい

⑤
冷却

④
低温殺菌

③
ペレット
成形

②
粉砕

①
乾燥鶏糞

計2時間



ソイルボーンの殺菌について

弊社はEUの厳しい承認基準に準じて製造、品質管理を実施する。

・低温殺菌の温度ログの記録

・毎月の病原菌フリーの確認

・毎月の主要成分値の測定

・半年に1回 微量成分値の測定 等

病原菌を死滅するまでの温度と時間

微生物の種類 温度(℃) 時間(分)

サルモネラ菌 60 20

大腸菌 55 60

引用：養鶏の友　2019年12月号 採卵鶏堆肥の現状と将来

70℃、1時間の低温殺菌することで、

サルモネラや大腸菌を死滅させ、安心安全な肥料になる。



肥料成分

項目 ソイルボーン
発酵鶏糞
コンポスト

発酵鶏糞
撹拌機

窒素全量 N 4.9% 3.6% 2.8%

リン酸全量 P2O5 2.9% 1.5% 4.4%

カリ全量 K2O 2.3% 1.9% 3.3%

亜鉛 Zn - 290mg/㎏ 350mg/kg

C/N 比 - 6.8 9.0 8.3

水分 - 9.4% 27％ 19.8%

製造場所 京葉ポートリー クレスト瑞浪農場
関西ポートリー
和田山農場

採取日時 2021.10.5 2021.10.7 2020.1.9



2021年6月1日 日本農業新聞の1面記事

 

比較項目
ソイル
ボーン

発酵鶏糞

耕種
農家

窒素成分 〇 △

臭い 〇 ×

製造者
環境負荷 〇 ×

製造期間 〇 ×

ソイルボーンと発酵鶏糞の比較

ソイルボーンの勝ち



野外試験

岐阜大学 大場研究室 レポート
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ソイルボーンの分解特性

ソイルボーンの各埋設期間後の窒素残存率と炭素残存率
＊図中のバーは標準誤差を示す（n＝4）
＊埋設時を100とした

ソイルボーンの窒素や炭素成分は土壌に残存する。
→連用効果が期待される。
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〇窒素成分 15.7％
□炭素成分 16.1％



期間：
35日間（2018.10.9－11.13）

場所：
プラスチックハウス内

肥料：
ソイルボーン（4.3-4.4-2.7）

硫安（窒素21％）

過リン酸石灰（リン酸17.5％）

硫酸カリウム（加里50％）

コマツナの栽培試験

6日目 14日目 28日目 35日目

施肥成分量 （kg/10a）

窒素 リン酸 加里
12.5 12.8 12.5

発芽調査：播種後6日目

生育調査：
14日、28日、35日目



コマツナの発芽結果

A：対照区（窒素なし） B：ソイルボーン区 C：硫安区

ソイルボーンによる発芽阻害はみられなかった

発芽率

A：93.1％ B：93.1％ C：92.4％



対照区（35日目） 100％SB区（35日目） 100％硫安区（35日目）

コマツナの生育結果
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播種後日数 ソイルボーンによる生育阻
害はみられなかった。

対照区
ソイルボーン区
硫安区
＊バーは標準誤差を表す（n=3）

ソイルボーン施用割合の異なるコマツナの
各生育調査日での地上部乾物重



ソイルボーンを施用した水稲栽培

栽培試験
場所：岐阜大学北農場水田
栽培植物：水稲品種ハツシモ
肥料：ソイルボーン（4.5-2.9-2.0）（2019）

ソイルボーン（6.0-8.0-0.6）（2015-2018）
ぎふ高度化成（12-16-14），追肥化成656（16-5-16）
セラコートR844（18-14-14），熔リン，塩化カリウム

各区画の施肥量（2017-2019） （kg/10a）

試験区
2017・2018 2019

N P2O5 K2O N P2O5 K2O
A：ソイルボーン×0.7 4.8 6.3 7.4 4.8 5.8 7.4
B：ソイルボーン×1.0 6.8 9.1 7.4 6.8 5.8 7.4
C：ソイルボーン×1.3 8.8 11.8 7.4 8.8 5.8 7.4
D：化成肥料 6.8 5.8 7.4 6.8 5.8 7.4
E：化成肥料（一発） 6.8 5.3 5.3 6.8 5.3 5.3



ソイルボーンを施用した水稲の収量

ソイルボーンでは化成肥料と同等の収量を期待できる。
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試験区

ソイルボーンを施用した水稲の玄米収量（水分15％換算時）
バーは標準誤差を示す（n = 10, 2017のSB×1.3，2019のSB×1.0とSB×1.3は n = 9）

A：SB×0.7区
B：SB×1.0区
C：SB×1.3区
D：化成肥料区
E：化成肥料
（一発）区



ソイルボーンを使用している
生産者の皆様
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稲作農業の方々

in ミャンマー

in 千葉

in 千葉

in 千葉
in 福島

in 石川



畑作農業の方々
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キャベツ

カブ

ニンジン

葉物野菜
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畑作農業の方々

ネギ ネギ
きゅうり

落花生 レンコン



ソイルボーンの特長

利点

• 窒素成分が高い

• ほとんど臭いがない

• 低水分で硬いペレットで扱いやすい
• 低温殺菌されていて安心安全である

ソイルボーンとは、

環境問題に配慮した高窒素有機肥料である。
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